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　＊人文学部教授－認知心理学・認知科学

ノート PC所有と無線 LANに対する学生評価

水 　 野 　 り 　 か＊

　中部大学では全学レベルでの IT知識の豊かな学生の育成をめざし，2004年度から，新入
生のノート PC所有を義務づけ，１年次からの情報教育を充実させた。また，これに伴い，
プロジェクタ，スクリーン，学生のノート PC用の情報端子等を備えたいわゆる IT教室や，
キャンパス・プラザ，ラウンジ，ゼミ室等の無線 LANのアクセスポイントを増やしつつある。
　学内でネットワーク環境が最も立ち後れていた人文学部の新 25号館にも，2005年度に教
卓と学生用机に有線のコンセントと電源のついた講義室が４室（2513，2514，2521，2522

講義室）と，１つの有線のコンセントと無線 LANのアクセスポイントのあるゼミ室（252A，
252B，253A，253B，253Cゼミ室）が作られた（詳細：Appendix 3）。
　心理学は人文系の中で最もコンピュータを必要とする領域であり，これまでも専門科目の
教育，実験・調査，及び，その統計解析にコンピュータを盛んに利用してきた。そのため心
理学科ではノート PC導入以前から，新入生のコンピュータ・レディネス（学習の準備状態）
を縦断調査したり（水野，2005a），IT教育や独自の e-Learning Systemを充実させるなど（水
野・松井・小塩・西口，2005），学生のコンピュータ利用に配慮した環境作りに取り組んで
きた。また，2004年度の新入生のノート PC所有が始まった直後には，大学の特別研究費（C）
を利用して実験棟に無線 LAN環境をいち早く整え（水野，2004），その利用を推進してきた。
そして，ノート PC導入後１年を経過した現在，学生がノート PCを活用することができる
環境や教育コンテンツは，益々充実してきた。
　そこで本研究では，新入生の入学前のコンピュータ，インターネット等の利用経験を調査
することで，2005年度の新入生のコンピュータ・レディネスを調べるとともに，大学でノー
ト PCを所有・利用することや，無線 LAN環境について学生がどのような感想を持ち，ど
のような希望を抱いているかを調査し，今後の改善の指針にしようと考えた。



人文学部研究論集（第１５号）28

　１年生の必修科目フレッシュマン・ゼミＡの履修生，コンピュータの使用経験と
興味の調査：94名，無線 LANの調査：84名。

　コンピュータの使用経験と興味・関心：フレッシュマン・ゼミＡの最初の講義日
である 2005年４月 13日。無線 LANの調査：無線 LANをある程度使用した後の 2005年５
月 25日。

　使用経験と興味・関心の質問紙の内容は Appendix 1に，無線 LANのWeb調
査ページは Appendix 2に示す。

　使用経験とコンピュータへの興味・関心については，質問紙を配布し，記入させた。
無線 LANに関する調査は心理学科のサーバに用意した調査ページで行い，PCで回答を記入・
送信させた。

　新入生には，必ずしも大学で推奨するノート PCを購入する必要はなく，指定したスペッ
クを満足するようなノート PCを所有しているならばそれを利用するよう伝達している。
　そこで，参考までに，大学で推奨したノート PCを購入した比率を調べたところ，大学推
奨のノート PCを購入した学生は 40.4％，既に所有していた，あるいは，他のノート PCを
購入した学生は 59.6％と，意外にも大学推奨のノート PCを購入した学生の方が少なかった。
また他のノート PCを持っていた学生のほとんどは，既に所有していたノート PCを利用し
ようというわけではなく，新たに自分の好きな機種を購入していた。ほとんどの場合は，自
分で購入したノート PCでも大学指定のスペックを満足しており大きな問題はなく，むしろ，
より高価で高機能なノート PCが目立った。また，そうしたものに限って，3kgを上回るよ
うな重たいものが目立った。
　ほとんどの学生はこれまで自分でノート PCを持っていたことがないため，3kgを上回る
ほど重いノート PCを大学に持ってくる大変さを知らない。しかし，非常に高価なものであ
るため，重いからといって簡単に買い替えるわけにはいかない。
　よって今後は，入学までに購入させてしまうのではなく，入学後に教育技術員の方などか
ら様々な説明や購入に際してのアドバイスをしていただいた上で大学推奨のノート PCを買
うか別のノート PCを買うかを判断させれば，こうした失敗や無駄は防げるのではないかと
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考える。
　無線 LAN機能に関しては，大学推奨のノート PCを購入した学生の 97.4％，つまり，１
名を除いて全員がオプションの無線 LANカードを購入していたが，他のノート PCの学生
の場合は，無線 LAN機能が内蔵されていると答えた者が 71.2％，内蔵されていないと答え
た者が 13.5％，わからないと答えた者が 15.4％であった。この結果は，１．大学のノート
PCを買う際にはほぼ全員がわざわざ無線 LANカードを購入すること，２．他の機種の
71.2％が無線 LAN機能を内蔵していたこと，３．無線 LANを使用できる環境があることを
もっと伝えていれば無線 LAN機能を内蔵していない他のノート PCを購入した者も大学で
推奨したオプションの無線 LANカードだけは購入したかもしれないことを示唆している。
　よって今後は，どのみち必要になる以上，無線 LAN機能内蔵の機種を選定した方がよい
こと，大学に無線 LANを使用できる環境があることを事前に伝え，他のノート PCを購入
する学生にもオプションの無線 LANカードを大学で購入できるようにすること，などの点
を考慮する必要がある。

　高校までにコンピュータの使用経験のある者は 80.6％で，意外にも，2004年度の 90.6％（水
野，2005a）より 10％程度低かった。使用経験のある者の使用開始時期の内訳は，中学以前
が 22.5％，中学時代が 51.3％，高校時代が 26.3％で，2004年度までは中学以前に利用経験
のある者がほとんどおらず，中学時代が 58.4％，高校時代が 39.0％だったことを考えると，
使用開始年齢が早まっている様子がうかがわれる。
　一方，携帯電話の所有率は 96.8％と昨年の 95.3％とほぼ同様で，94名中４名しか所有し
ていない者がいなかった。
　コンピュータと携帯電話の各々での各種アプリケーションの使用経験は，Figure 1に示す
通りで，コンピュータでの表計算ソフト使用経験が低いこと，インターネットはコンピュー
タで，メールは携帯電話でほぼ全員に使用経験があることがわかる。このようにメールの利
用は携帯電話によるものの方が圧倒的に高いことは 2004年度にも見いだされていた（2004

年度，コンピュータで：53.8％，携帯電話で：97.5％（水野，2005a））。
　そのため心理学科では本年度から，希望者には，大学のアカウントに届いたメールを携帯
電話にも転送することができるよう，各自が設定できるページを心理学科ホームページに追
加した。これにより，教員は学生個人の携帯電話のアカウントを知らなくても，大学のアカ
ウントにメールするだけで学生の携帯電話にメールを送ることができる。こうすることで学
生は，コンピュータでメール利用をしなくなるどころか，携帯電話では各種添付ファイル等
が利用できないため，むしろ以前より頻繁にコンピュータでメールを利用するようになった。
　携帯電話の所有率は著しく高く，かつ，学生といつでも連絡がとれる。よって今後はこの
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メリットを生かし，講義関係の連絡以外にも教育に役立つようなコンテンツを携帯電話で利
用できるようにすることを考えていきたい。

　28項目を主因子法，バリマックス回転で因子分析し，スクリー・プロットを参考に５因
子を抽出し，因子負荷量が 0.4を上回る項目で５つの尺度を作成した（Table 1）。２つの因
子の因子負荷量が 0.4以上となった重複項目も，負荷量の大きい方の尺度項目として適切だ
と判断し，その尺度の項目とした。こうして作られた５尺度は，2002年度から 2004年度の
同一調査データ（水野，2005a）をもとに作成された５尺度と完全に対応しており，各尺度
を構成する項目もほぼ等しい。
　そこで，各尺度に含まれる項目の平均評定値を，2004年度と 2005年度で比較してみた。
その結果が Figure 2である。これを見ると，唯一否定的な「１．不安・緊張尺度」の平均評
定値だけが 2005年度の方が 2004年度より低く，他の肯定的な「２．好奇心尺度」，「３．積
極的態度尺度」，「４．有用性尺度」，「５．マルチメディアへの興味尺度」の４尺度すべての
平均評定値が，2005年度の方が 2004年度より高いことがわかる。
　この結果は，2005年度の入学生の方が 2004年度の入学生よりコンピュータへの興味・関
心が全般的にやや高く，不安がやや低いことを示唆しており，望ましい傾向にある。特に，「３．
積極的態度尺度」の平均評定値（SD）は 4.22（0.89），「４．有用性尺度」のそれは 4.40（0.83）と，
ほぼ頭打ちとなるほど高い。実際，項目毎の平均評定値を見てみると（Table 1右端），それ
が４を上回る項目はこれらの尺度に集中しており，特に，「４．有用性尺度」の項目の平均
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評定値は極めて高い。したがって，2005年度の学生は，コンピュータを利用した学習をし
たい，あるいは，楽しみだと強く感じており，そして，コンピュータが現在も将来も様々な
点で非常に役立つと考えていると言える。
　特に，「１．自分のコンピュータが持ててうれしい。」の平均評定値が 4.31と著しく高
かったことは，2004年度の新入生のノート PC所有を義務づけた１年目の調査結果（水野，
2005b）とはやや異なり，2005年度の新入生がノート PC所有を喜んでいることを示しており，
大変心強い。
　2005年度の新入生のコンピュータ所有への肯定的な態度や学習への積極的態度，そして，
有用性の認識を大切に育むためにも，より充実した利用環境と教育コンテンツの整備が必要
だと考える。

　３．コンピュータへの興味・関心で行ったのと同様，26項目を主因子法，バリマックス
回転で因子分析し，スクリー・プロットを参考に３因子を抽出し，因子負荷量が 0.3を上回
る項目で３つの尺度を作成した（Table 2）。２つの因子の因子負荷量が 0.3以上となった重複
項目も，負荷量の大きい方の尺度項目として適切だと判断し，その尺度の項目とした。これ
らの尺度は 2004年度（水野，2004，水野・松井・小塩・西口，2005）の尺度と極めて類似
しているため，これらの尺度得点を 2004年度と 2005年度の入学生で比較してみた（Figure 

3）。
　これを見るとわかるように，2004年度と 2005年度の各尺度の評定値にはほとんど違いが
なく，肯定尺度のそれは極めて高く，否定尺度やセキュリティ等に対する不安尺度の得点は
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低い。
　この結果は，学生が無線 LANに対して全般的に極めて肯定的であることだけでなく，無
線 LANの種々の問題点に対する不満や不安もさほど大きくないことを示している。このこ
とは，今後の無線 LAN環境の整備と拡大を行っていく上でも，重要な指針，あるいは，裏
づけとなると考える。
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　次に，どのような項目の評定値が高い，あるいは，低いのかを知るために，個々の項目の
平均評定値を吟味した。2004年度と 2005年度で，平均評定値の高い順に項目を並べ替えて
みた（Table 3）。
　 　これを見るとわかるように，２，９, 19という無線 LANの拡大
や利用促進を希望する項目の評定値は 2004年度も 2005年度も共通して極めて高く，特に，
無線 LANが「２．学校中どこででも使えるとよいと思う。」が２年ともトップであり，2004

年度に６位だった「19．学内全部無線 LANにしてほしい。」は 2005年度には２位となった。
　この結果は，学生がキャンパスレベルでの無線 LAN環境の整備を強く希望していること
を端的に示している。
　また，「９．ノート・パソコンに無線 LAN機能が内蔵されていたらいいのにと思う。」と
いう項目の評定値も２年連続極めて高く，2004年度の調査で明らかとなった無線 LAN機能
の内蔵希望が 2005年度の機種選定に反映されなかったことが大変悔やまれる。
　ただし，協議の末，2005年度は無線 LANカードをオプションとして購入できることとなっ
た。そのためか，「14．無線 LANカードが高いと思う。」という項目の評定値が 2005年度は
著しく下がった。これには，2004年度に心理学科で購入させた無線 LANカード（IEEE802. 

11a, b, g）の価格が 7,900円，2005年度のオプション・カード（IEEE802. 11b, g）の価格が 5,600

円というように，2,300円の差が影響した可能性は確かにある。しかし，20万円前後のノー
ト PCを購入する際にそのオプションとして購入する場合と，後からわざわざ購入する場合
では感じ方が異なり，後者の方が高いと感じさせてしまう可能性も決して否めない。
　最近の個人購入のノート PCの多くには無線 LAN機能が内蔵されており，その有無での
価格差は 2,000円前後ではないかと思われ，価格的にさほど高価になるわけではない。また，
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大学で大量購入する機種が特殊なために内蔵されていないという説明には疑問がある。なぜ
なら，数多くの大学がキャンパスレベルで無線 LAN環境を整備しており，そうした大学で
ノート PCを大量購入させているケースは多いはずだからである。
　よって今後は，この２年間の調査結果を参考に，是非，無線 LAN機能内蔵の機種を選定
していただきたいと考える。
　 　「11．自宅でも使いたい。」という項目の評定値も極め
て高く，これは，同じく評定値の高い「16．ケーブルが不要なところがよい。」という無線
LANの最大のメリットが影響しているものと思われる。実際，「７．～どこででも使える～」，
「24．～いつでも使える～」，「21．～好きな時に使える～」という，まさにそのユビキタス
性（水野，2004）を，学生は極めて肯定的に受け止めているようだ。
　 　やはり「14．無線 LANカードが高いと思う。」に対する
評定値は，2005年度でも否定的な項目の中では高い方に位置する。この問題は，既に述べ
た通り，内蔵機種を選定することで解決すべきだと考える。その他で目立った項目は，2004

年度も 2005年度も「４．設定が難しいので困る。」である。実際，最初に行わねばならない
認証システムへのアクセスや，特に，証明書の取得は極めて煩雑である（Appendix 3参照）。
認証システムへのアクセスについては，水野・松井・小塩・西口（2005）に記した Ohio大学や，
最近では多くのホテルで導入されているような，ブラウザを開くと認証システムに自動的に
アクセスするような，より簡便なシステム（水野・松井・小塩・西口，2005，Appendix 3参
照）の導入が強く望まれる。また，証明書については，大学レベルで証明書の取得をしてい
ただければ，個々の学生がいちいち取得する必要はないはずである。今後の利用拡大を考え
ても，是非この点については，大学レベルでの証明書の取得を早急に検討いただきたい。

　コンピュータの使用経験と興味・関心の調査からは，次の点が明らかとなった。
　１．大学指定のノート PCの購入率は 50％を下回り，各自が購入したノート PCは携帯す
るには重すぎる機種，高価すぎる機種等が目立つことが明らかとなり，今後は，ノート PC

購入前の事前指導等が必要であると結論された。
　２．コンピュータの使用開始年齢が早まっていることに加え，メール等での携帯電話の活
用度が著しく高まっていることが明らかとなり，今後，携帯電話を積極的に教育に活用する
必要性と可能性が論じられた。
　３．新入生のコンピュータへの興味・関心は 2004年度より 2005年度に一層高まり，特に，
コンピュータ利用への積極的態度や有用性の認識が著しいことが明らかとなり，より充実し
た利用環境や教育コンテンツの必要性が論じられた。
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　無線 LANに関する学生評価からは，以下の点が明らかとなった。
　１．全体的傾向の分析からは，2004年度，2005年度に共通して，学生は無線 LANに対し
て１）極めて肯定的で，２）不満は少なく，３）セキュリティ・安定性に対する不安もさほ
ど高くないことが明らかとなった。
　２．項目別の検討からは，１）無線LANの利用環境の拡大と整備への希望が極めて強く，２）
無線 LAN機能内蔵への希望が高く，３）無線 LANの持ついつでもどこでも好きな時に，と
いうユビキタス性に対する評価が著しく高いことが明らかとなった。一方，別途購入する無
線 LANカードが高いこと，設定が困難であることに対して不満を抱いていることも明らか
となった。そして，学生のこうした希望や不満に対応するためにも，無線 LAN環境のより
一層の拡大と整備，無線 LAN機能内蔵機種の選定と推奨に加え，認証システムへのアクセ
スの簡便化，証明書のキャンパスレベルでの取得等，設定の簡便化が必要であると結論され
た。
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Appendix 1―1　コンピュータの使用経験と興味・関心の質問紙（p. 1）

１．コンピュータや携帯電話の使用経験について。当てはまる番号に○をつけてください。

１　高校までにコンピュータの使用経験はありますか。……………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
　　※ 「１．ある」と答えた方は，２から６の当てはまるものに○をつけてください。それ以外の方は，７に進

んでください。
２　使用し始めたのはいつ頃ですか。…………………………… ０．中学時代以前　１．中学時代　２．高校時代
３　コンピュータでワープロ・ソフトを使ったことがある。………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
４　コンピュータで表の数値を足したり引いたりする
　　　　　　　　　　表計算ソフトを使ったことがある。…………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
５　コンピュータでインターネットを使ったことがある。…………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
６　コンピュータでメールを使ったことがある。……………………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
７　携帯電話を持っていますか。………………………………………………… ０．持っていない　１．持っている
８　携帯電話でインターネットを使ったことがある。………………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
９　携帯電話でメールを使ったことがある。…………………………………… ０．ない　　　　　１．ある　　　
10　大学が推薦したノート・パソコンを購入しました（ます）か。………… ０．いいえ　　　　１．はい　　　
　　※「１．はい」と答えた方は，11に進んでください。それ以外の方は，14に進んでください。
11　どの機種を購入しました（ます）か。………………………………………０．富士通のもの　１．NECのもの
12　オプションの無線 LANカードは購入しました（ます）か。 …………… ０．いいえ　　　　１．はい　　　
13　購入した推薦ノート・パソコンの，良いところ，悪いところがあったら教えてください。
　　１）良いところ…………………………………………………………………

　　２）悪いところ…………………………………………………………………

　　※次のページに進んでください。

14　 推薦されたもの以外の，大学で使用する予定のノート・パソコンの，メーカー・機種・無線 LAN機能の有
無を記入してください。

　　１）メーカー（NEC，富士通，ソニーなどの会社名）…………………… 　　　　

　　２）機種（Vaio505GL等，名称や品番をできるだけ具体的に）…………

　　３）無線 LAN機能が内蔵されているか，あるいは，
　　　　　　　　　　　無線 LANカードはついていますか。……… ０．いいえ　　１．はい　　２．わからない
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Appendix 1―2　コンピュータの使用経験と興味・関心の質問紙（p. 2）

２． コンピュータやインターネットの興味・関心等についてお聞きします。最もよく当てはまる番号に

○をつけてください。

 　

全
然
そ
う
で
は
な
い

　

あ
ま
り
そ
う
で
は
な
い

　

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

　

や
や
そ
う
　

非
常
に
そ
う

１）自分のコンピュータが持ててうれしい。……………………………………………………… １－２－３－４－５
２）コンピュータが使いこなせるかどうか不安だ。……………………………………………… １－２－３－４－５
３）統計処理をさせるプログラムを作ってみたい。……………………………………………… １－２－３－４－５
４）コンピュータを使った実験をやってみたい。………………………………………………… １－２－３－４－５
５）コンピュータになんとなく親しみを感じている。…………………………………………… １－２－３－４－５
６）コンピュータを使うと思うと不安な気持ちになる。………………………………………… １－２－３－４－５
７）コンピュータでのメールのやりとりに興味がある。………………………………………… １－２－３－４－５
８）パソコン画面をスライドのように呈示できるプレゼンテーションソフトの使い方を知りたい。… １－２－３－４－５
９）コンピュータの知識があると就職に有利だと思う。………………………………………… １－２－３－４－５
10）コンピュータ音楽に興味がある。……………………………………………………………… １－２－３－４－５
11）マルチメディアに興味がある。………………………………………………………………… １－２－３－４－５
12）コンピュータを利用する機会ができるのが楽しみだ。……………………………………… １－２－３－４－５
13）コンピュータは様々なことに役に立つと思う。……………………………………………… １－２－３－４－５
14）コンピュータの操作が楽しいとは思えない。………………………………………………… １－２－３－４－５
15）インターネットに興味がある。………………………………………………………………… １－２－３－４－５
16）コンピュータに興味がある。…………………………………………………………………… １－２－３－４－５
17）コンピュータ画像に興味がある。……………………………………………………………… １－２－３－４－５
18）コンピュータを使った授業を受けたい。……………………………………………………… １－２－３－４－５
19）表に書き入れた数値を足したり引いたりできる表計算ソフトの使い方を知りたい。…… １－２－３－４－５
20）コンピュータを利用するのだと思うと緊張する。…………………………………………… １－２－３－４－５
21）コンピュータを使いこなせるようになりたい。……………………………………………… １－２－３－４－５
22）コンピュータで統計計算をするソフトの使い方を知りたい。……………………………… １－２－３－４－５
23）コンピュータでインターネットを活用できるようになりたい。…………………………… １－２－３－４－５
24）コンピュータの使い方を知りたい。…………………………………………………………… １－２－３－４－５
25）コンピュータで何ができるか知りたい。……………………………………………………… １－２－３－４－５
26）コンピュータで操作を失敗するのが怖い。…………………………………………………… １－２－３－４－５
27）実験を制御するようなプログラムを作ってみたい。………………………………………… １－２－３－４－５
28）コンピュータは将来役に立つと思う。………………………………………………………… １－２－３－４－５
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Appendix 2　無線 LANについての評価アンケート画面
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Appendix 3　人文学部の新 25号館の講義室・ゼミ室での無線 LANの接続法

（詳細は次の URLを参照されたい：http://psy.isc.chubu.ac.jp/~mizunor/faculty/menu.html（水野研究室の HP，
http://psy.isc.chubu.ac.jp/~mizunor/のメニューの「心理学実験棟以外の人文学部のネットワーク使用法」からアク
セス可））

　目次の最後の２つの，「無線 LANの設定（初めて使用する場合）」のメニュー画面と「証
明書の入手方法（初めて使用する場合）と入手後（２回目から）の無線 LANへのアクセス方法」
のメニュー画面が次ページの２面である。各々で，25前後のステップを踏まなければ，設定・
接続は完了しない。
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（2005年７月 19日　受理）
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